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 要  旨 
 
光デバイスの集積化にあたり，Si をベースとした発光素子が求められている．これま




として 25at％含み、室温においてシリカ系光ファイバーの最低損失波長 1.5µm で優れた






 調査を進めたところ，化学量論比からずれた Si過剰の状態において，SRSO(Si-rich SiOx)





び 1200oC RTA＋1200oC以下での PAという熱処理条件を用いることで間接励起の増大が
確認された．本研究では Er2SiO5/SRSO複合材料の作製プロセスの検討と間接励起よる発
光の最適化および本材料を用いた LEDの作製を行った． 
 Er:Si=1:2,1:3,1:4 溶液を用い,上記の熱処理を行ったところ, Er:Si=1:4,1200oC RTA＋
900
o
C 30min P.Aで作製した試料において励起波長 654.5nmに対する間接励起の発光の割




この条件で形成した Er2SiO5/SRSO複合材料を n型 Si基板及び Bドープした p型 Siで
挟んだ PN 構造発光ダイオードの作製を試みたが，電流注入による発光は得られなかっ
た．この結果は Er2SiO5/SRSO複合材料層に注入されたキャリアが発光層内で再結合せず，
電極へ流れてしまったためと考えられる．しかし,低温状態において衝突励起により1.5µm
帯の発光を得ることができ, 今後のデバイス構造改良が求められる結果となった． 
 
